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　ＳＡＴＯＹＡＭＡにはたく

さん宝物があります。石橋や

山や川、そして毎日の暮らし

が。知っていることも知らな

いことも。世界の友達と一緒

に学し、楽しみの場を広げて

い き ま し よ う。在 住 外 国 の

人々や外国からのお客様との

交流から生き生きした滝ヶ原

が生まれます。子供達とファ

ミリー、老いも若きも、みん

なで参加できるように行事も

企画してみましょう。

概   要

活動内容
■外国人にもわかる
　ＳＡＴＯＹＡＭＡガイ
　ドの作成や広報活動
　
■地域と世界を結ぶ
　交流会や広域イベント
　の企画・参加
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　食べることは楽しいこと。

小松の里山伝統料理、保存料

理を地元のお母さん達と研究

し、里山の恵みを子供たちに

伝えていきたいのです。「自

分たちが楽しく暮らすための

食」をテーマに、地域内外の

人たちと交流を行い、普段の

「おかず」はもちろん「スイー

ツ」から「お父さんのおつま

み」まで幅広く提案します。

地産地消メニューの開発や料

理教室などを通じて、地元の

宝物を再発見し、発信してい

くのが、この塾の役割です。

概   要

活動内容
■ マヒマヒ研究会

■ 草茶、山の恵み採集

■ 味噌づくり教室

■ 柿の葉寿司づくり

　「本当に美味しくて安心な

お野菜」を求めて、農薬や化

学肥料を一切使用しないで手

作りのボカシ肥料等を使い、

様々な旬野菜を年間を通じて

栽培。実際に、野菜作りや収

穫体験なども盛り込んだ外遊

びをテーマとした里山イベン

トも年間を通じて開催しま

す。

　また、耕作放棄地となった

農地を再活用して新たな野菜

づくりや商品づくりを手がけ

ていき少しでも地元の生業に

繋げられたらと思います。
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概   要

活動内容
■ 有機野菜づくり体験

■ 外遊びをテーマとし

　た里山イベント開催

　（野菜収穫体験や料理

　人とのコラボ）

■ 地元特産物づくり
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　地元の文化を大切にし、そ

れを生かしたクリエイティブ

な暮らしこそ、これからの理

想的なライフスタイルではな

いでしょうか。小松市は国内

外からの交通アクセスもよ

く、自然を謳う文化が継承さ

れています。この地こそ「自

然と共生する持続可能な社

会」のモデルケースになる！

塾では快適なライフスタイル

を提案しながら、里山ビジネ

スの創出に取り組んで参りま

す。皆さん、里山で起業して

みましょう。

概   要

活動内容

■里山資源を活用したビ

　ジネス創出の提案

■ビジネスを通したコ　

　ミュニティづくり支援

　地産地消をコンセプトに、

里山で採れた山菜や地元農家

が生産した野菜などを活用し

て、お客さんに喜んでいただ

ける里山料理を提供します。

　また、塾の活動に合わせて

定期的に食堂を開いたり、外

部団体が地元産材を利用して

考案した商品を里山食堂の新

たな名物として販売していま

す。

　運営については地元町内会

が中心になって行っており、

里山独自の“おいしさ”を利

用者に届けます。
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概   要

活動内容
■ 里山食堂（月２回）
　 　　　第２・４土曜

　 ※ イベントの状況に
　　　　　　応じて開催
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　里山には特徴的な地域資源

が数多くあります。里山体験

交流塾ではこれら地域資源を

活用して、「体験と交流で育

てよう心と体」をキーワード

に活動を行います。

　里山の達人を講師としての

各イベントの開催や、里山食

堂との合同企画、地域の歴史、

文化が楽しみながら学べる体

験教室など、里山フィールド

に飛び出し、地元住民との“交

流”を深めることをメインと

した各種イベントを企画しま

す。
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概   要

活動内容
■ 里山の押し花作り体験

■ 「元気でカエル岩」
　　　見学ウォーキング

■ 鞍掛山健康登山

■ 滝ヶ原産の
　　　石臼で餅つき体験

■ひもとロープ結び方体験
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　全国各地で甚大な被害を出

している獣害問題。

　各地で対策がなされる一方

で、問題解決に向けた決定打

は出ていません。そこで当塾

では「共生」というキーワー

ドを掲げて塾活動を展開して

いきます。見落とされがちな

共生への道。獣の命を奪わず

に共生できればそれに越した

事はありません。加害獣の生

態や行動を正しく理解するこ

とで有効な対策を実践し人と

獣が共生できる道をみなさん

で考えていく場にしたいと思

います。

概   要

活動内容

■大型獣（猪・鹿）を中

　心に生態を理解するた

　めの座学

　- 有効な防護手段 -

    - 被害に遭いづらい作物‐

　- 遭遇した際の対処法‐
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　キーワードは「山・水・緑」。

鞍掛山と、石橋の下を流れる

川、そ し て 豊 か な 緑・・・。

この滝ヶ原を拠点に、植物観

察会や登山などを通して、子

供から大人まで多くの人に動

物や植物とふれあう体験をし

ていただき、“自然の中の命”

に興味をもってもらえると嬉

しいです。また、大学などと

も連携して環境保全の諸活動

にも力を注ぎ、生物多様性が

持続できる生態系モデルを皆

さんと共につくっていきたい

と思います。

概   要

活動内容
■ホタル観察会

■鞍掛山環境整備
          ボランテイア活動

■里山の樹木調査と
           里山食事交流会

■トンボの楽園環境整備

　体験活動　　
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　一般にバイオマス利活用と

言えば殆どが熱や発電のエネ

ルギー利用です。しかし私た

ちはエネルギー以外にもバイ

オマス利活用を目指します。

バイオマスを一旦炭にするこ

とで、エネルギー以外の農業、

廃棄物処理、窒素循環（水質

浄 化）な ど に 貢 献 で き ま す。

原 料 も、木、竹、籾 殻 な ど ド

ライバイオマスの他に、汚泥、

生ゴミ、各種残渣などのウェッ

トバイオマスも有効活用でき

ます。日本では当たり前になっ

ている技術も、根本から見直

す取り組みも展開します。
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概   要

活動内容
■地域資源を活用した

　ツーリズムの提案

■ワークショップ

　　　　　の開催等

　　

活動内容

多
様
な
バ
イ
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マ
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利
活
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の
実
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環環

楽楽 　里山には美しい自然環境と人

々の生活の知恵など、街中では

感じることができない魅力が多

く詰まっています。また、山や

川、文化など視点を変えて見つ

め直すと、新たな価値を創造で

きます。

　エコツーズム支援塾では、地

域資源を活用した農村の新しい

ライフスタイルの探求と実践を

繰り返し、都市住民向けに農村

滞在型ツーリズムを確立し、里

山の体験や講座を通した魅力づ

くりを支援します。

子供に戻った気持ちで存分に楽

しめる場所を提供したいと思い

ます。

■ バイオマス資源講座
　エネルギー・農業・環境
　について幅広く知　識を
　身につける
■ 有機野菜作り指導
　 炭化肥料の製造バイオマ
　ストイレでの肥料製造
■ 小松市独自のバイオ　マ
　ス利活用技術検討石・バ
　ラ・ト マ ト・猪　な ど と
　もコラボ
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